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私たちは「世界を変える行動人」として、強い目的意識を共有しています。  

今後5年間の計画は、 「より大きなインパクトをもたらす」 「参加者の基盤を広げる」 

                   「参加者の積極的なかかわりを促す」 「適応力を高める」 です。  

ロータリーのビジョン声明 
世界で、地域社会で そして自分自身の中で 

持続可能な良い   

人びとが 世界を目指しています 



ＲＩ会長 3月のメッセージ     ＲＩ会長 マーク・ダニエル・マローニー 



ガバナー 3月のメッセージ         ガバナー 中 野  均 

水と衛生月間によせて 

 日本において、新型コロナウイルス感染者が増えています。テレビや新

聞で当地区内のことも連日取り上げられています。緊急のガバナー補佐・

危機管理委員会を合同で開催し、対応策を発信させて頂きました。過剰反

応せず正しい情報で対応して頂くよう宜しくお願いします。 

  今月は、「水と衛生」月間で、ロータリーが定める６つの重点分野の１つになっています。生活

をして行くには「水」は、最も大切です。今、世界では安全な飲料水がなく、世界人口７６億人の

うち、２％は池や川の水を直接利用しています。その半数以上がアフリカに居住しています。ま

た、トイレのない生活をする人々も世界人口の９％にあたる約７億人がいます。トイレの設置が

急がれる状況になっています。やはり、子どもたちが犠牲になっていることを忘れてはいけま

せん。 

 安全な水と衛生設備の利用は、全ての人がもつ

べき権利です。なのに、汚染水で病気になる人や命

を落とす人が後を絶ちません。未来を担うはずの

子どもたちは、水汲みなどの労働によって学校に通

えず、つらい境遇を強いられています。私たちの活

動は、井戸を掘るだけではありません。安全な水と

衛生設備を提供した上で、衛生や伝染病予防に関

する教育も行うことで、コミュニティ全体の生活を

改善し、進学率を高める活動をしています。 

 きれいな水と衛生設備が利用できることは人権の一つですが、その恩恵を受けられない人

が大勢います。ロータリー会員は地域社会において、安全な水への持続的なアクセス、衛生設

備の改善、衛生管理の研修を提供しています。特に子どもたちがきれいな水や改善された衛

生設備を利用でき、より良い衛生習慣を身につけられるようになれば、その生活はより健康的

で実りあるものになります。ロータリーの「水と衛生」月間である３月は、２０３０年までにすべて

の人に安全な水と衛生設備、衛生環境を提供するロータリーの目標達成に向けた取り組みを

呼びかけます。 

 当地区の複数のクラブにおいて、昨年度、グローバル補助金事業で、タイ国で水の浄化装置

を設置しました。内容は、すでに報告されていますので、ここでは割愛させて頂きます。外国と

友好クラブや姉妹クラブのある地区内のクラブにおいて、グローバル補助金を使って「水と衛

生」分野で行動を起こそうではありませんか。 



「水と衛生月間」特集  

 安全な水と衛生設備の利用は、すべての人がもつべき権利。 なのに、汚染水で病

気になる人や命を落とす人が後を絶ちません。未来を担うはずの子どもたちは、水

汲みなどの労働によって学校に通えず、つらい境遇を強いられています。 

  私たちの活動は、井戸を掘るだけではありません。安全な水と衛生設備を提供した上で、衛生や

伝染病予防に関する教育も行うことで、コミュニティ全体の生活を改善し、子どもの通学率を高め

ています。 

ロータリーはこんな活動をしています 

  会員の世界的ネットワークを通じて、世界各地の人びとと協力して教員研修やカリキュラム作成

を行うだけでなく、家庭と学校の水・衛生設備の改善を通じて、子ども（特に女子）への教育を改善

しています。 

              3月22日は「世界水の日」 

 水と気候変動 

 3月22日の2020年世界水の日は、水と気候変動に関するものであり、この2つが 

 どのように密接に関連しているかについてです。 

 気候変動の水への影響に適応することは、健康を守り、命を救います。 

 水をより効率的に使用すると、温室効果ガスが削減されます。 



  安全な水、衛生施設や衛生リソースの不足は、世界で
最も大きな保健問題の一つです。これはまた、解決が最
も難しい問題でもあります。 

  ロータリーは、これまで何十年にもわたり、井戸を掘り、
配管工事を行い、浄水設備を整え、流し台やトイレを設置
するなどして、人びとが安全な水を利用できるよう支援
してきました。しかし、最大の課題は、このような設備が整
えられた後にあります。それは、はじめにプロジェクトが成
功してもゆくゆくは失敗に終わるケースが頻繁にあるか
らです。 

 アフリカ、南米、南アジアの一
部では、まるで持続不可能と
なった奉仕プロジェクトの証と
でもいうように、錆びた給水ポ
ンプや老朽化した衛生施設が
あちこちに見られます。2013年
には、ロータリーが実施したプ
ロジェクトでのこのような問題が取り上げられました。ま
た、より効果的なプロジェクトを計画する上での持続可能
性の重要性にも触れられています。 

 ロータリーがここ数年、活動の焦点を教育、協力、持続
可能性に転換したのもこれが一つの理由です。 

 ロータリー財団のグローバル補助金、ロータリアン行動
グループ、米国国際開発庁（USAID）とのパートナーシップ 
によって、ロータリーの水と衛生プログラムである「WASH
プログラム」は、より効果的で持続的な変化をもたらして
います。  

 水と衛生のためのロータリアン行動グループ(2007年
に結成)の創設者で名誉会長のF. ロナルド・デンハムさん
は「ロータリーの水と衛生プロジェクトはどれも、思いやり
と善意で実施されていますが、その多くが地域社会の実
際のニーズに応えていなかったのです」とニーズと持続
可能性を重視しています。 

 過去には、設備や施設が適切に設置され、人びとから
も良い反応がありましたが、地元住民の当事者意識、教
育、持続可能性が欠けていたことがありました。また多く
の場合、 地域社会が自立して長期的にプロジェクトを管
理するのに十分な支援がありませんでした。持続可能性
の障壁の一つは、人的支援への継続的なニーズです。 

地域社会のかかわりと当事者意識 

 今日、プロジェクト成功のカギは、補助的なリソース、資
金、技術、人脈、文化に関する知識といった専門知識を提
供する団体との協力にかかっています。クラブは、地域社
会とそのリーダーや専門団体と密着して活動する必要が
あるます。さらに重要なのは、地域社会のニーズを理解
することです。地域社会に何が必要なのかを憶測で判断
してはなりません。 

 ロータリー財団は長年の活動を通じて、長期的な変化
をもたらすには、地域社会の関わりが極めて重要である
ことを学びました。現在、他国で実施する一部のプロジェ
クトでは、補助金を申請するクラブに対し、プロジェクトの
計画に地元住民が関わったことを証明することを義務づ
けています。 取り組む課題を選び、地元で利用可能なリ
ソースや解決策を判断し、長期的な管理計画を作成する
には、地域社会の参加が必要とされます。 

水と衛生に関する教育指導 

 衛生施設の設置だけでは、
WASHプロジェクトの長期的な
成功は望めません。健康的な
習慣を定着させることも重要
です。適切な衛生習慣によっ
て、コレラ、赤痢、肺炎などの病
気を50パーセント近く減らす
ことができます。石鹸を使った手洗いだけで命を救うこ
とができるのです。 

 オーストラリア、のボックスヒルセントラルRCは、インドや
エチオピアを含む発展途上国の学校にトイレを設置し、水
と衛生に関する教育を行うプログラム「Operation Toi-
lets（トイレ活動）」を実施しています。プライバシーを守
るため、男子用と女子用の別々のトイレを作るとともに、
石鹸を使った手洗いの方法を生徒に教えています。また、
各学校の管理人に施設の管理方法を指導しています。 

 また、マレーシアのプチョン・センテニアルRCがフィリピ
ンのインターアクト、ローターアクトクラブと協力して、フィ
リピンのランパラの複数の学校で行った教育指導です。こ
の活動では、数名のインストラクターを迎え、口腔衛生、手
洗い、頻繁に体を洗うことの大切さについて生徒を指導
しました。生徒には、歯ブラシ、シャンプー、石鹸、くし、そ
の他の洗面用品が配られました。  (記事:Ryan Hyland 抜粋） 

人びとが安全な水を持続的に利用できるように 
するために、ロータリーが新たな方法で挑む 



新型コロナウイルスの対応について 

 新型コロナウイス感染症に関連するニュースが日々、報道され、同感染症の流行が懸念されてい
ます。地区では、今後の対応について、2月20 日(木)に緊急の危機管理委員会とガバナー補佐との
合同会議を開催し、クラブ例会・地区の諸行事等の開催可否について、検討いたしました。 

 以下の方針で対応することとしましたので、ご報告いたします。 

【クラブに関する事がらについて】 

  ①例会の開催、出席等に関する事がらは、各クラブの判断に一任する。 

【各分区で開催する事がらについて】 

  ① 府県市町村の指針を参考にホストクラブの判断に一任する。 

【地区に関する事がらについて】 

 現在、事業計画書が出ている行事について 

  ① 青少年関連の行事等は当面の間中止または延期とする。 

  ② 今後、不特定の市民が関係する行事は中止とする。 

  ③ PETS・地区研修協議会については、次の対策をした上開催する。 

・ ご来場時にはマスクの着用・手洗い並びに会場設置の消毒用アルコールの 

 ご利用をお願いします。 

・ ご来場前に充分な体調チェックをお願いし、特に高熱や咳など風邪のよう 

 な症状がある場合には、参加をお控えいただけますようお願いします。 

【イベントの開催に関するお願い】 

（令和２年２月26日・安倍総理） 

○政府といたしましては、この１、２週間が感染拡大防   
止に極めて重要であることを踏まえ、多数の方が
集まるような全国的なスポーツ、文化イベント等に
ついては、大規模な感染リスクがあることを勘案
し、今後２週間は、中止、延期又は規模縮小等の対応
を要請することといたします。 

（令和２年２月20日） 

○新型コロナウイルスの感染の拡大を防ぐためには、
今が重要な時期であり、国民や事業主の皆様方の
ご協力をお願いいたします。 

○最新の感染の発生状況を踏まえると、例えば屋内
などで、お互いの距離が十分にとれない状況で一
定時間いることが、感染のリスクを高めるとされて
います。 

○イベント等の主催者においては、感染拡大の防止と
いう観点から、感染の広がり、会場の状況等を踏ま
え、開催の必要性を改めて検討していただくようお
願いします。なお、イベント等の開催については、現
時点で政府として一律の自粛要請を行うものでは
ありません。 

○また、開催にあたっては、感染機会を減らすための
工夫を講じていただきたい。例えば、参加者への手
洗いの推奨やアルコール消毒薬の設置、風邪のよ
うな症状のある方には参加をしないよう依頼をす
ることなど、感染拡大の防止に向けた対策の準備
をしていただくようお願いいたします。 

○国民の皆様においては、風邪のような症状がある
場合は、学校や仕事を休み、外出を控えるととも
に、手洗いや咳エチケットの徹底など、感染拡大防
止につながる行動にご協力をお願いします。特に
高齢の方や基礎疾患をお持ちの方については、人
込みの多いところはできれば避けていただくなど、
感染予防に御注意いただくよう、お願いいたしま
す。 

○そのためには、学校や企業、社会全体における理解
に加え、生徒や従業員の方々が休みやすい環境整
備が大切であり、テレワークや時差通勤も有効な手
段であります。関係の皆様のご協力をお願いいたし
ます。 

○なお新型コロナウイルス感染症の今後の感染の広
がりや重症度を見ながら適宜見直すこととしてい
ます。 

     感染症対策へのご協力をお願いします。 

新型コロナウイルス感染症対応  (政府発表 抜粋） 





地区活動報告 

地区ローターアクトの献血活動 

 地区ローターアクトは、2月23日(日)に地区内の4 拠点で献血活動を同時実施いたしま

した。実施場所は、①エコール和泉（和泉市）②いこらも～る（泉佐野市）③メッサ オークワ 

ガーデンパーク（和歌山市）④イオンモール堺北花田で、多くの方に協力を呼びかけました。 

多くの方が献血してくれました。 



地区活動報告 

「カンボジア国際理解の旅」海外研修報告 

地区インターアクト委員長 近藤 本淳 

地区インターアクトクラブは、２０１９年１２月２６日～３０日まで、カンボジア・シェムリアップ地方におい

て、2019～2020年度の海外研修を行いました。 

１２月２６日、７時４５分から関西国際空港第１ターミナ

ルの２階で結団式を行いました。その後、搭乗手続きを

終え２班に分かれ、坂東 社会奉仕委員長、谷 地区幹

事の見送りの中、出発しました。夕方、シェムリアップ空

港に到着。ホテルに移動してミーティングの後、夕食。

明日からの研修に備えてこの日は就寝しました。 

２７日、午前中はチア・シムアンコール小学校を訪問。現地NGOスマイルフォーオールより３S＆３Rのレ

クチャー後、子供たちと市内のごみ拾いに行きました。約１時間の作業後、現地小学生と縄跳びや綱引

き、折り紙などで交流。特に綱引きは現地のお正月では必ず行われるそうで大盛り上がりでした。最

後は、文房具を贈呈しコーラでお疲れ様の乾杯をしてお別れしました。午後は、ホテルにてシェアザウ

インドウ代表内田氏による職業支援活動報告の後、ワークショップでキーホルダーづくりを体験。慣れ

ない手つきで、みんな奮闘していました。 

夕方、インターアクターは現地の家庭にホームステイをするため、村まで送り届けました。１泊では

ありますが貴重な体験ができることを祈ってアクターとは一時お別れです。 

２８日、ロータリアンと顧問先生有志は早朝（５時）から、アンコールワットを視察。晴天に恵まれアン

コールワットからのぼる朝日を拝見できました。さらに、ベンメリア遺跡を視察、お昼には、アクターと

昼食会場にて合流し、ともに日本食をいただきました。午後からは、10 January 1979高校を訪問。学

校長より高名の由来（ポルポト政権崩壊の日付）、在校生の数（5600人）などを紹介頂き、アクターは

現地高校生とグループに分かれ学校を案内してもらいました。続いて、全員でヨーヨー釣りやスー

パーボールすくい、浴衣の着付けなど日本のお祭りを再現。現地学生に楽しんでもらいました。夕食

は伝統芸能「アプサラダンス」を鑑賞しながらブッフェスタイルでいただきました。 

２９日、朝から全員でアンコールワット、アンコールトムなどの遺跡を視察後、ホテルをチェックアウト。

午後からは、Cheers代表西氏によるアンコールキャンディ・アンコールクッキーの紹介と、実際にキャン

ディーの制作現場を見学しました。夕食時に、２６４０地区と参加者並びに今回参加できなかったイン

ターアクターからも、現地NGOスマイルフォーオールへ寄付金を贈呈し、焼却炉の建設等の活動に役立

てていただくよう思いを託しました。 



地区活動報告 

２０２０-２１年度のための地区チーム研修セミナー 

次年度の地区チーム研修セミナーが、２月１６日（日）、ホテルグランヴィア和歌山で開催さ

れました。 

藤井 秀香ガバナーエレクトの開会点鐘、中野 均ガバナーが挨拶。続いて、「地区チーム

研修セミナーの目的について」次期地区研修リーダーの樫畑 直尚(直前ガバナー)がレク

チャー。ロータリーのビジョン声明や戦略的優先事項と目的などを解説しました。 

【国際協議会報告】              ガバナーエレクト 藤井 秀香 

 2020年1月19日〜25日、米国カリフォルニア州サンディエゴのホテ

ル「マンチェスター.グランドハイアット．サンディエゴ」で開催の国際協

議会に参加しました。 

 この国際協議会は、次年度、ガバナー就任にむけての多くの研修

プログラムが用意されていました。特に次年度のロータリーの優先事

項について、説明を受けました。世界中のガバナーエレクトと共に学

び、ネットワークを築く機会となりました。此処に、この素晴らしい感動

と機会を与えて下さった事に心より感謝致します。 

続いて、藤井 秀香ガバナーエレクトは、次年度、ホルガー・クナーク RI会長のスピーチと

テーマ「ロータリーは機会の扉を開く」、次年度のガバナー基本方針、地区スローガン「ロー

タリーと共に寄り添い奉仕の扉を開こう」を説明しました。 

次に、出席の地区担当役員、委員長、委員が各委員別に次年度の活動について、意見交

換を行いました。 

最後に地区地域社会奉仕委員会 上野山 栄作委員長、ロータリー財団委員会 初田 隆

生委員長、米山記念奨学委員会 玉井 洋司委員長、青少年部門 社会奉仕委員会 豊岡 敬

委員長がそれぞれ説明を行いました。 



クラブ活動報告 

グラウンドゴルフで身体障害者連盟を支援 

 粉河ロータリークラブ（会長 中谷 新治）は、1月15日に桃源郷運動公園で開催の「グラウ

ンドゴルフ大会」（紀の川市身体障害者連盟 主催）に協賛し、協力・支援しました。 

 この大会は、障害を持つ人たちが外に出て色々な人と交流する機会を増やそうと、同身

体障害者連盟が企画。 

 グラウンドゴルフは、ルールも簡単で制限時間もないため、初心者でも参加できます。障

害を持つ人たちでも自分のペースでプレーを楽しむことができます。 

 当日は、40～87歳までの男女68人が参加。参加者は、寒さを忘れ、一日、グラウンド・ゴル

フを楽しみました。 

 粉河ロータリークラブの中谷 新治会長は「毎年、楽しく続けていけるよう協力していき

たい」と述べました。 

粉河ロータリークラブ 



クラブ活動報告 

 

有田2000ロータリークラブ 

 

コスモス作業所見学移動例会、ハンドミキサーを寄贈 

 有田2000ロータリークラブ(会長 吉水 志朗)は、２０２０年１月２９日、有田川町にある障害

者の就労継続支援施設 社会福祉法人きびコスモス会（理事長 山﨑貞子）のコスモス作業所

施設を見学移動例会で訪問し、パナソニック ハンドミキサー6台寄贈しました。 

 コスモス作業所は、障害者の就労継続支援 A型 B型（多機能）定員30名（33名）で、施設面

積 1341㎡、建物面積 694.90㎡です。主に食品加工業（魚、果物、野菜等）をCAS冷凍加工

や乾燥加工をしています。平成12年に入所者5名からスタートし、理念は、「ひとりひとりがか

がやいて 生きていきたい このまちで」～住み慣れた家庭や地域社会で自立した生活を

送りたい～です。 

 【ＣＡＳ】作業室見学は、「限りなく生に近く」状態で組織を生かしてみずみずしい細胞を再

生。食品・医療分野を一変する革新技術です。こちらの施設では、シラスやドライフルーツの

凍結食品・乾燥食品を作っていました。 

 作業所では、障害者の自立に向けて、仕事と家庭の両立に関する取組①家庭（特に子供）

の状況に合わせている。②特別な勤務制度を作らず、一人一人の家庭環境に合わせた自由

な働き方をしている。(3)早退、欠勤はもちろん急な用事（子供の体調不良）にも休暇を十分

とり、育児に専念してもらい職場復帰後は元通りの仕事ができるよう担当職員との関係を

常に築いておく。就労継続支援活動をしています。 



クラブ活動報告 

｢初芝立命館高等学校インターアクトクラブ提唱ロータリークラブ変更 

承認記念例会開催」 

 令和２年２月１２曰、和泉ロータリークラブ
は｢初芝立命館高等学校インターアクトクラ
ブ提唱ロータリークラブ変更承認記念例会｣
を開催致しました。 

 地区より藤井ガバナーエレクト、勝野パス
トガバナー､谷ガバナー補佐、地区社会奉仕
委員会坂東委員長、並びに地区インターアク
ト委員会近藤委員長にお越し頂き、初芝立命
館高等学校からはインターアクトクラブ顧問
坂谷先生､並びにインターアクトクラブ部員５
名にご参加頂きました｡間際のご案内にもか
かわらず多くの方がお集まりくださり大変
感謝致しております。 

 今年度の国際ロータリーテーマ｢ロータ
リーは世界をつなぐ｣、２６４０地区ガバナー
のスローガン｢参加してロータリー活動を楽
しもう｣、和泉ロータリークラブのテーマ｢伝
統と歴史を胸に明るくたのしいロータリー活
動をしよう｣です。ロータリークラブは世界を
つなぎ､奉仕活動を楽しむことのできる団
体です。 

 提唱ロータリークラブの活動は､私共和泉
ロータリークラブにとって意義ある事業と考
えております｡私は今回のことをポジティブ
にとらえ､インターアクトクラブという新しい
仲間が生まれたことをうれしく感じ､共に楽
しみたいと思っております。 

 このような青少年奉仕事業の機会を与え
てくださった地区、それを'快く受け入れてく
ださった我が和泉ロータリークラブ会員の
皆様、この提ﾛ昌を喜んでいただけた初芝立
命館高等学校インターアクトクラブの皆様､
私はこのご縁を次世代へ大事につないでい
きたいと思っております。 

 ロータリーは１年１年の単年度ではありま
すが､継続し継承される奉仕団体でありま
す。ロータリー活動により御縁をいただいき
仲間をつなぎ､参加して楽しみ､そして次年
度はいろいろな機会の扉を開き共に成長し

ていける両クラブでありたいと思っていま
す｡今後とも和泉ロータリークラブ､初芝立
命館インターアクトクラブを宜しくお願い申
し上げます。 

 記念例会開催に際しご協力くださいまし
た皆様にあらためて感謝申し上げます。誠に
有難うございました。 

 

 

和泉ロータリークラブ 会長 濱田 雅嘉 



クラブ活動報告 

海南クリーンアップ作戦 （ロータリーデー） 

 海南RC（会長 山野 利明）、海南西RC（会長 坂上 欣也）、海南東RC（会長 寺下 卓）の海

南３クラブは、合同で、2月23日（日）、海南市内の国道沿いので、ロータリーデーとして、海南

クリーンアップ作戦（清掃活動）を行いました。３クラブの会員及びファミリー等、総勢50名が

参加。 「みんなで、街をきれいにしましょう」 と多くの市民にアピールすると共に、この活動

を「ロータリーデー」として、ロータリークラブの公共イメージと認知度の向上を目指して実

施しました。  

 当日は、朝９時集合。海南商工会議所を基点に温山荘往復と藤白神社往復の２コースに分

かれ、ロータリーデーの活動として 「みんなで、街をきれいにしましょう」 と道行く通行車

両、歩行者など、沿道の多くの市民にアピールしました。 

 晴天にめぐまれ、順調に多くのゴミを回収することができました。日頃は比較的きれいな

感じですが、よく見ると隠れたゴミがあり、空き缶やペットボトル、タバコの吸殻など、集めて

たゴミは、ゴミ袋（海南市提供） 約30袋になりました。  

  清掃活動を通じ、皆で一緒に協力し、心地よい汗をかくことで３クラブのより深い交流、

親睦が図れました。また、ファミリーも参加し、ロータリーの活動を多くの皆さんに知ってもら

うことが出来ました。さらに、当日は報道機関（地方紙）の取材もあり、当初の目的を達成する

ことができたほか、そのプロセスや結果を通じて、多くの成果がありました。 

海南、海南西、海南東ロータリークラブ 









地域社会を基盤により良い世界をめざして活動する120万人の会員から成る世界

的ネットワーク、ロータリーへようこそ！ 

 ロータリーの強さは、会員にあります。会員一人ひとりがクラブにもたらすスキル、経験、熱意

が、それぞれの地域に、そして世界に変化をもたらします。会員が一体となれば、子どもたちを

苦しめるポリオ（急性灰白髄炎）を世界からなくし、平和の担い手を育て、疾病、飢餓、識字、貧困

といった問題も少しずつ解決できると私たちは信じています。 

 交流を通じてアイデアを広げ、社会奉仕への熱意を共にする人たちと生涯にわたる友情を築

く。それが、ロータリーのコミュニティです。クラブ、地区、国際ロータリーのリソースを最大限に

活用し、積極的に参加してください。 





地区では、登録率 ５０％UP を目標にしています。皆さんのご協力をお願いします。 



ガバナー月信は、地区と地区内クラブの
情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に
活かせてもらうため、情報収集に努めてい
ます。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 

具体的には、記念事業や特別例会、クラ
ブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、
同好会等）や会員増強等、職業奉仕（講演
会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、
福祉・教育支援事業等）、国際奉仕（友好クラ
ブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少
年奉仕（青少年交換、インターアクト、ロー
ターアクト、ライラ等）、そのほか、ロータリー
財団、米山記念奨学会等の活動などの案
内、募集、報告等の寄稿をお願いします。 

また、ご提供いただける情報は、文書面、
資料、写真をＦＡＸ、封書等又はメールでガ
バナー事務所へご送付ください。 

月信では、引き続き、国際ロータリー、地
区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の
収集等、紙面の充実に努めてまいります。 

ご協力、よろしくお願いします。 

国際ロータリー第2640地区 ガバナー事務所     〒640-8331 和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室          
                                              TEL（073）426-2640 FAX（073）426-2660 
                                              E-Mail:nakano@rid2640g.com 

国際ロータリー第2640地区  

ガバナー事務所 アクセス 

JR和歌山駅西口から徒歩7分 阪和道、和歌山インターから約10分 


